
■景観・デザイン委員会では、東日本大震災の復旧復興計画が各地で 具体的になりつつある状況に鑑
み、この問題について幅広く議論するとともに、被災地以外の今後の防災計画についても議論する
ため、防災・ 復興小委員会を設置しました。

■活動記録

・公開リレートーク「復興現場の風景ーこの１年を振り返る」
2012年3月29日（木）13:00-16:00
場所：東京大学工学部１号館13号講義室
趣旨：物理的な風景だけでなく、人々の話し合いの情景や、様々な仕組みや議論の状況という
　　　　比喩的な意味での風景を重ねながら、この１年、復興の現場に関わってこられた方々が
　　　　お感じになっている事を語っていただき、”復興”の今後について議論する。
スピーカー：中井祐（東京大学）、窪田亜矢（東京大学）、平野勝也（東北大学）、羽藤英二 （東

京大学）
　司会：佐々木葉（景観・デザイン委員会幹事

長）　

・南相馬市視察（第二回）
2012年2月17日（金）

・第4回 防災・復興小委員会
2012年1月10日（火）17：30-19：30　場所：東京大学工学部一号館4階406

・第3回 防災・復興小委員会
2011年11月22日（火）　場所：土木学会 Ｅ会議室

・南相馬市視察（第一回）
2011年11月18日（金）

・第2回 防災・復興小委員会
2011年9月21日（水）16:30-18:30　場所：早稲田大学理工キャンパス 51号館16階会議室

・第1回 防災・復興小委員会
2011年9月2日（金）16:00-18:00　場所：早稲田大学理工キャンパス 51号館16階会議室

■本小委員会での議論をもとに、現在検討が進んでいる河川・海岸堤防の復旧における景観検討に対す
る提言を景観・デザイン委員会から2011年9月20日 に国土交通省に提出いたしました。

https://www.jsce.or.jp/committee/lsd/fukko/teigen090430.pdf
https://www.jsce.or.jp/committee/lsd/fukko/teigen110920.pdf


2011年度
委員職区分名 氏名 勤務先 所属部署・役職
委員長 佐々木　葉 早稲田大学 教授
委員 阿部 貴弘 国土交通省国土技術政策総合研究所 環境研究部 緑化生態研究室 研究官
委員 天野 光一 日本大学 教授
委員 石井 信行 山梨大学大学院 准教授
委員 伊藤 登 株式会社プランニングネットワーク 代表取締役
委員 大波　修二 株式会社オリエン タルコンサルタンツ ＳＣ事業本部　副主幹（都市・景観）
委員 尾崎 信 東京大学大学院 助教
委員 兼子 和彦 株式会社東京建設コンサルタント 上席プロジェクトマネジャー
委員 斎藤 潮 東京工業大学大学院 教授
委員 篠原 修 東京大学名誉教授，GSデザイン会議代表
委員 関 文夫 日本大学 教授
委員 中井 祐 東京大学大学院 教授
委員 二井 昭佳 国士舘大学 専任講師
委員 平野 勝也 東北大学大学院 准教授
委員 福井 恒明 東京大学大学院 特任准教授

委員 水谷 智充 株式会社千代田コンサルタント 東日本事業部 道路部 景観デザイン
課　課長

委員 山口 敬太 京都大学大学院 助教



 

 

土木学会 景観・デザイン委員会 防災復興小委員会主催 

 

公開リレートーク 

「復興現場の風景ーこの１年を振り返る」 

 

日時：2012 年 3 月 29 日（木）13 時～16 時 

場所：東京大学 本郷キャンパス 工学部 1 号館 13 号講義室 

 

趣旨：物理的な風景だけでなく、人々の話し合いの情景や、様々な仕組みや議論の状況とい

う比喩的な意味での風景を重ねながら、この１年、復興の現場に関わってこられた方々がお

感じになっている事を語っていただき、”復興”の今後について議論する。 

 

 

プログラム 

 

13：00 はじめに 防災復興小委員会の活動説明と本日の趣旨 

 佐々木葉 早稲田大学創造理工学部社会環境工学科教授 

   土木学会景観・デザイン委員会幹事長 防災復興小委員会委員長 

 

13：15 岩手県大槌町から 「町もしくは風景の再生について考えてきたこと」 

中井祐 東京大学工学部社会基盤学科教授・防災復興小委員会委員 

 

13：45 岩手県大槌町から 「赤浜集落および大槌の歴史文化資源」 

窪田亜矢 東京大学工学部都市工学科准教授 

 

14：15 休憩 

 

14：30 岩手県陸前高田市から 「震災から１年」 

 羽藤英二 東京大学工学部都市工学科准教授 

 

15：00 「まちづくりと防潮堤」 

 平野勝也 東北大学大学院情報科学研究科准教授・防災復興小委員会委員 

 

15：30 フリーディスカッション 

16：00 閉会 
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ᧁቇળ 景ⷰࡦࠗࠩ࠺ᆔຬળ 㒐ἴ復興ዊᆔຬળ 

 

 

景観・デザイン委員会では、東日本大震災の復ᣥ復興⸘↹がฦでౕ的になりつつる状況に㐓み、この㗴につ

いてᐢく議論するとともに、ⵍ災એᄖの今後の防災⸘↹についても議論するため、防災・復興小委員会を⸳⟎し

ました。 

 

委員長 佐々木 葉 委員 㒙部 ⾆ᒄ・ᄤ野 శ৻・⍹井 ାⴕ・દ藤 ⊓・大ᵄ ୃ二・የፒ ା・ሶ ᒾ・ᢪ藤 潮・

◉ේ ୃ・関 文ᄦ・中井 祐・二井 ᤘ૫・平野 勝也・井 ᕡ明・᳓⼱ ᥓల・ጊญ ᢘᄥ 

 

 

⚻ ✲ 

 

2011.9.2  ╙１࿁：学会╬での状況報๔・ⵍ災ฦの状況報๔・今後の活動なߤ 

2011.9.14  ࿖土ㅢ⋭がᬌ⸛中のᴡᎹ・ᶏጯ堤防の復ᣥにおける景観ᬌ⸛についてᐳ長（ፉ⼱ᐘብᎺ大学教

授）と意឵ 

2011.9.20 「東北方ᄥ平ᵗᴒ震によってⵍ災したᴡᎹ・ᶏጯ᭴造物の復ᣥの景観ᬌ⸛に㓙してのお㗿い」

を࿖土ㅢ⋭にឭ 

2011.9.21 ╙㧞࿁：早稲田大学ᩊጊ⍮也వ生によるᵤᵄⵍኂと堤防に関する࠴ࠢャー 

2011.9.28  ࿖⋭にてᴡᎹ・ᶏጯ堤防の復ᣥにおける景観ᬌ⸛事㗄についてࡢーキンࠣ 

2011.11.18  ධ⋧㚍市⸰ ේ⊒ 20Km ౝのⷞኤと㕍年会議所理事長にࠕࡅリンࠣ 

2011.11.22 ╙㧟࿁：ⵍ災の状況報๔・シンࡓ࠙ࠫࡐについて 

2011.12.2  景観デザイン研究⊒会シンޡ ࡓ࠙ࠫࡐ復興の中に᳞められる「風景」とはޢ 

 復興現場からの報๔：ධ⋧㚍・大槌・都市デザイン・ᶏጯデザイン 

 パ࡞ࡀディスカッション：田中┨ᐢ（ධ⋧㚍ේ町㧶㧯）ፉ⼱ᐘብ（Ꮊ大学）ᣂደජ᮸（࿖⋭）

ሶᒾ（東京ᑪ⸳ࠦン࠲࡞ࠨン࠻）ጟ田ᥓ⑲（日本大学）㧛佐々木葉 

2011.12.11  早稲田まちづくりシンࡓ࠙ࠫࡐ 2011 風景の再生߳ フࠜࡠーࠕッ࠽ࡒࡊー  

 ሶᒾ・ጟ田ᥓ⑲・佐々木葉 

2012.1.10  ╙ 4 ࿁：ⵍ災ฦの状況報๔・復興⸘↹/デザインの․⾰について 

2012.2.17  ධ⋧㚍市⸰ 

2012.3.39  㐿リー࠻ーࠢ「復興現場の風景ーこの１年をᝄりる」 
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はじめに（佐々木葉） 

 

リー࠻ーࠢというᒻで、⊝様おᔔしいのでこられるときに᧪てもらって話すというᒻ

でࠝーࡊンにⴕいます。 

今日お㗿いしておりますのは、ࡓࠣࡠࡊにる4ฬの方にお話をしていただくことを੍

ቯしています。また、ࡓࠣࡠࡊのⵣ㕙には、防災・復興小委員会のことについてᦠいて

ります。震災⋥後に景観をやっているᚒ々は、し߫らくはまだ組❱をる話でもないだ

 。たのは年の�月ですߍうということで、ታ㓙にこういう会を┙ちࠈ

たって景観的㈩ᘦにの中で、࿖土ㅢ⋭のᣥᴡᎹዪがᴡᎹ・ᶏጯ堤防を┙ឭするにߘ

関するࠟイ࠼インをるという話がᆎめまして、ߘのᐳ長にᎺ大学のፉ⼱వ生がつ

いておられて、ፉ⼱వ生の方からもうዋし景観の事に関してߑっく߫らࠎに議論する事が

ᔅⷐだࠈうとჿをかけていただいて、ߘこにお手વいをするということが�月からᆎまりま

した。また、ධ⋧㚍を⸰れるᯏ会というものをもちまして、��キࡠౝのㅢᏱでは┙ち

れないとこࠈでのࠕࡅリンࠣなߤの⚻㛎をߖߐてもらいました。また、景観デザイン研究

⊒会や、早稲田大学のシンࡓ࠙ࠫࡐなߤでも話をߖߐていただくᯏ会をもらいました。 

 

今日は、ᕆにまた年ᐲᧃに⸳ቯしましたが、はじめておฃけするかたもおおく、ሜし

くᕁっています。ᦨ後には、お৻人お߭とりから意を㗂くᯏ会なߤも⸳けようとᕁいま

すので、߭ߗ、よࠈしくお㗿いします。では、ߘれߙれ20ಽ⒟ᐲのお話になりますが、よ

 。しくお㗿いしますࠈ
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岩手県大槌町から「町もしくは風景の再生について考えてきたこと」（中井祐） 

 

東京大学の中井です。この৻年のことについて、か⚿論をすという話ではないので

すが、お話しߖߐていただきます。お㈩りした資ᢱは、インࡘࡆ࠲ー⸥事ですが、⑳の考

えが⚛のままれています。 

ౕ的な復興⸘↹をとおして⑳が考えてきたいち߫ࠎの࠹ーࡑは、風景というのは人を

ᢇえるのかということだったとᕁいます。これは2011年4月4日の౮⌀ですが、こういうᑄ

になったⵍ災をて、これは風景の㗴だという、⋥感なࠎですけߤも感ᗐをᜬちま

した（大槌、ፉ県葉ᐢ野町）。ᐢ野というのは��キࡠですので、ᑪ物だけって、

人がోくいない状ᘒ。これははたして風景と⸒えるのだࠈうか。 

ᡷめてⵍ災をてᕁったのは、風景というのは、人と人のつながり、人と土のつな

がりが生きていてೋめて現前する。風景には、人の意味がもともとまれているといいま

す。風とか。風景は人ってのものなのだということを考えߖߐられました。ㅒに考え

れ߫、人はりの࿁りにりㄭな風景がᏱにるからこߘ、意⼂的かุかにかかわらߕ、ઁ⠪

とつながってೋめて⥄ಽがいるࠎだということを⏕できる、という事をᕁいました。だ

から、風景が┙ちがることによって、大ಾなઁ⠪をᄬった人でも⥄ಽは߭とりではない、

ということをାじることができ、わߕかなりともᢇわれるのではないか。ですから、人と

人、人と土のつながりが環境化（ታ化㧫）したりߐまとしての風景をとりもߤすの

が、৻⽾した࠹ーࡑでした。このことが、大槌でደบ㈬ደ࠼ンを造ったことに❬がってい

ったのかなとᕁいます。これは、7月24日のደบዬ㈬ደ࠼ンの౮⌀ですが、⏕ታにこれは風

景とߴるものだなと感じました。がれきがోく ઃかないなか、赤ちࠂうちࠎが߸っと

Ἦって、ਃ々々人が集まってくる。 

このようなことをやりながら、復興⸘↹に៤わってߤうしても⸃できないことがり

ます。ߘれは、ⴝをつくࠈう、ということを⑳たちは◲නに⸒いますが、ߘれがౕ的に

ういうものなのか、ということをᕁいឬけていない。たとえ߫、われわれが日Ᏹ的にᕁߤ

いឬくようなᐫⴝ、⊖ደがり、⡺ደがり、ᐥደ、ߘういうものがり、というも

のをᗐしてしまいますが、߭ࠂっとしたら、現ታにはߘこらㄝのスーパーやディスカ࠙

ン࠻スࠕ࠻にゞでⴕって、という方がଢだったりするわけです。ߘれではらが復興し

ようとしているⴝのౕのᆫとはߤういうものなのか。 

の㗡の中では、ታᘒとしてのⴝのイࡔーࠫをవにឬいてߘれをታ現するために物事を

動かしていくというやり方と、人と人とのつながりの中から⥄ߕとᒻᚑߐれてくる環境の

り方と、この二つをߤのようにࡃンスߖߐるのかということでᖠࠎでいる所がりま

す。એ前、もと࠙࠽ࠕンࠨーの᩿⼱ࠛリザࡌス᳁が、北ᦺ㞲から佐ᷰፉにᦥᚒ߭とみࠎߐ

がᏫ郷したとき、రの人がたくࠎߐㄫえにきているࡘ࠾ースをながら、とてもうら

やましい、と⸒った。᩿⼱ࠎߐのࡔࠕリカの郷は、まちなみはߘのままᱷっているけߤ

人はれઍわり┙ちઍわりでᱷっていない。ሶଏのこࠈの人㑆関ଥがߘっくりᱷっている
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ᦥᚒࠎߐがうらやましいということだった。 

 。られたߖߐのとき、人のつながりというものと町との関ଥが重ⷐだと考えߘ

大槌の復興まちづくりで考えているのは、ようするに、人と人、人と土のつながりをಾ

らߕߐにୃ復していく様なやりかたです。ߘして、ߘれらが⟤しい風景として┙ちがる

ことができれ߫、大槌એᄖの様々な人のᔃにዯく᥉ㆉᕈをもつようになるのだࠈうとᕁい

ます。 

しかし、人と人のつながりはታとしての環境のるߴきᆫの⋥ធのᩮにすることは

㔍しい。やはりフィࠫカࡊ࡞ン࠾ンࠣをやるએらかのᒻを⸳ቯしなけれ߫物事は動

かないのは事ታです。ではታとしての環境を⸳⸘するためのᦨೋのとっかかりになるも

のはなࠎだࠈうというのはᏱに考え⛯けています。たとえ߫、࡞ࡢシャࡢではᚢでუれ

た町をᱜ⏕に復రしました。でもਃ陸でหじようにすることはりえない。ではなにをよ

りߤこࠈにしてphysical environmentを考えていけ߫よいのか。 

いま考えていることを話しますと、中ᔃ市ⴝの৻ⷺにᓮ社という場所がります。

ここにちࠂっとしたᳰがって、この大槌の中でも᳃にとって重ⷐなᐢ場です。ここを

もう৻ᐲ復రしよう、ということを考えています。వ߶ߤ、環境のታ化と⸒いましたが、

ᒻをߘのまま復రするのではなくて、ࡢーࠢショッࡊᒻᑼで、この場所にኻして人々がも

っているイࡔーࠫや⸥ᙘ、ᕁいをᒁきだしてきて、デザインするということをやってみ

ようとᕁっています。 

ただし、㗴もります。大㎱に⥄ྃ井というものがって、これはࠦン࠲࡞ࠨン࠻の

方に⺞ᩏしてもらった࿑ですが、このようにਅ᳓の⥄ྃᏪがᐢがっている。ߘのいっ߸

うで、ోᕈのために市ⴝを⋓り土することになっている。⋓り土をすると⥄ྃ井はつ

߱れます。⋓り土〝ߕߖに、⥄ྃ井を活かしたⴝづくりをㅴめるのがいいのではないかと

考えていますが、⋓土と、この⥄ྃ井をߤういう風に大槌のらしに活かすキーにするか

という߰たつをいかにਔ┙ߖߐるかというのが今年ᐲの㔍関です。 

ᦨ後に、ᵤᵄとේ⊒事が⓭きઃけた事ታについてᡷめて考えてみますと、平ಠな日Ᏹ

の意味と、ߘれをขりᚯすことの࿎㔍ߐかなとᕁいます。ᄖはり߰れた、ᄌ化にਲ

しいここのㅌዮな日Ᏹこߘが生きるということのᩮっこでり、人㑆のታሽの⸽になる。

人㑆のታሽのᡰえるためのデザイン㧩⥄ὼの風景のㅊ、ߘのなかでのデザインというも

のが、今後⑳がㅊ究していきたいことです。 

 

 

～⾰⇼～ 

ળ場ߐ：ࠄ߆き߶ߤのᓮ社というものについてしく。 

ਛ：⑳もまだീᒝしているᦨ中ですが、社なߤはりますがߘのかかわりというのは

⑂、ういうわけでもないのですがߘるとかからߤฎઍな。ࠎߖまりしくᛥえていま

りなߤではわりと⋓りがる場所でったと⡞いています。ⴝ〝パ࠲ン的には㕙⊕いとこ
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ンになったか⚻✲もᒻ࿑が㒢ら࠲のようにしてこのようなパߤ、かなとおもいますがࠈ

れていてまりわかりまࠎߖ。もし⋓り土をする場合は、᳓㗡Ꮕが⿷りなくなって᳓が

てこなくなってしまいます。 

 

ળ場ࠄ߆：もうすでに、る⒟ᐲ⸘↹が┙っている場所になっているとᕁいますが、ߘれ

にኻしてߤのようにお考えですか㧫  

ਛ：大槌では、ኒᐲを高める、という方ะでⴝをつくっていく、防潮堤によってこれを

น⢻にする、ߘして、ࠦ࠹࠾ࡘࡒィをಽ㔌ߖߐないというᒻでㅴめていることはよかった

ことかとᕁいます。しかし、防潮堤について⚊ᓧいかないとこࠈもり、町᳃との意ᕁ

ቯでㅴめているのですが、᳃主で防潮堤をめてよかったのか、ということはᔃᱷり

です。ߘして、大事な人々をᄬった方たちが、防潮堤がૐく、ᶏとの関わりがおおいい方

がいいよとは⸒えるわけがなくて、ߘこの部ಽでは、なかなか意が⸒えなかった。 

 

ળ場ࠄ߆：ⵍ災ၞでの人ญᷫዋにኻするኻᔕは㧫ⷙᮨのことは議論していなかったの

か㧫 

ਛ：たしかに、人ญはᷫっていきます。⸘↹では、方ะᕈとして❗小していく方ะで

すが、20年後の੍ᗐがこうだから、今すߋにこうしࠈというわけでㅴめていくことがᱜし

いことだとはᕁえまࠎߖ。ዋなくとも生きᱷった方がという事にߤうኻᔕするか、と

いう事を考えたⓨ㑆⸘↹になっています。 
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土木学会 景観・デザイン委員会 防災復興小委員会主催
公開リレートーク「復興現場の風景ーこの１年を振り返る」

町もしくは風景の再生について考えてきたこと
（風景は人を救えるのか？）（風景は人を救えるのか？）

東京大学 社会基盤学専攻
中井 祐

大槌町（町方）；2011年4月4日

福島県双葉郡広野町；2011年4月11日

一面廃墟となった被災地を見て感じたこと：

風景＝人と人のつながり、人と土地のつながりが生きていて
はじめて現前する

（逆に考えれば）
人は、身のまわりに身近な風景が常にあるからこそ、自分が
人や土地（自然）とつながって生きている（＝自分は一人で
生きているのではない、孤独ではない）ということを信じら
れるのではないか

風景がたちあがることによって、大切な他者を失った人で
も自分は一人ではない、ということを信じることができ、
わずかなりとも救われるのではないか。

人と人、人と土地のつながりが環境化（実体化？）し
たありさまとしての風景

→ 屋台居酒屋ドンの試み

大槌町（町方）小槌神社脇に屋台居酒屋ドン開店；2011年7月24日
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・もうひとつの課題：
復興されるべき町の実際の姿とは？（ex：商店街）

・（桐谷エリザベス氏とのエピソード）

・町の本質とはなにか？という問い・町の本質とはなにか？という問い。
＝人はなぜ町を築いて生きるのか。

・居酒屋ドンの赤提灯が灯ったときに感じたこと；
「この屋台の空間のなかに、町がある」
（町＝ある種の人のつながりを保証する環境）

大槌の復興まちづくりで目指していること；

人と人、人と土地のつながりを切らさず修復していくこと
を常に優先してものごとを考え、進めていけば、それらの
ながりがお ずと大槌 風景とし たちあがるはずつながりがおのずと大槌の風景としてたちあがるはず。

（それが少しでも美しい風景としてたちあがれば、より
たくさんの人の心に訴えかける普遍性を宿す）

しかし・・・

人と人のつながりは、実態としての環境のあるべき姿の根
拠にすることは難しい。
（＝それが直接、具体の空間、風景のあるべき形を導いて
くれるわけ はな ）くれるわけではない）

いかにして、physical environment の「おのずからし
かるべき形」を見いだせるか。
（cf．ワルシャワ）

御社地

被災前の御社地の姿（都市工学専攻・窪田准教授の支援活動の成果を提供いただいた）
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東京建設コンサルタント・前田氏提供

（補足）

津波と原発事故が突きつけた事実：平凡な日常の意味と、そ
れをとりもどすことの困難

外見上はありふれた、変化に乏しい個々の退屈な日常こそが、外見 、変化 乏 個 退屈 日常 、
生きるということの根っこである（人間の実存の証拠？）。

人間の実存を支えるためのデザイン
＝自然（じねん）の風景の追究
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岩手県大槌町から「赤浜集落および大槌の歴史文化資源」（窪田亜矢） 

 

本日おはなしするのが、（大槌の中でも）赤浜の話と大槌の歴史文化資源の話にな

ります。ߐき߶ߤの中井వ生の話ではోをましたが、⑳の方では赤浜の方にὶὐをᒰ

てて話していきます。 

⑳たちが考えている集落というスࠤーߘ、࡞のઁに、大槌町ో、また、もうዋし人㑆

がり感ⷡとしてᝒえるⓨ㑆、これらਃつをห時に考えていかなけれ߫いけないとᕁって

います。ߘれから、震災を考えるときに5つくらいの࠲ーࡓを考えることが大ಾかとᕁいま

す。この�つの࠲ーࡓをるときに、ߤのような論ὐから物事を考えているかを話しますと、

ここでは⥄ὼとߤのようにะき合いうまくઃき合っていくかということを考えるᔅⷐが

るとᕁっています。⊒災から、復興にะけて日々ᱠࠎできているわけですが、震災⋥前の

状況、ߘれએ前の集落のේဳができる時まで㆚るᔅⷐがる。また、復興したいࡁࡕの本

⾰というものを考えると、震災前の様ሶが重ⷐでり、ߘれらを⍮ることをまߕㅴめたい

と考えています。ਃつ⋡は、ⵍ災ߘのものですね。なߗこれ߶ߤの大ᗌ事になったのかを

ᔀᐩ的に⋭しないとまた➅りすだࠈう。ߐらに、いま、ೞ々と状況がᄌ化している、

。だというᕁいから今の復興のり方をているߕこから᧪というものがえているはߘ

 。うとᕁっていますࠈョンというものがえてくるだࠫࡆこからᧂ᧪、復興のߘ

ᦨೋにⵍ災ߘのものです。これが現の౮⌀ですが、ၒめ┙てやૐからのㆱ㔍〒㔌

が長く、また、町ᓎ場もෂ㒾にߐらߐれるとこࠈに㈩⟎ߐれていた。ߐらに、防潮堤はუ

れてしまったということ。防潮堤に㗬りす߉ていて、ᵤᵄがこれをえるという感ⷡがή

かったのも㗴だったとᕁいます。ᵤᵄの㆚もわかりやすいインがって、社なߤ

もߘれに合わߖてᑪてられていた。だけれߤも、ߘれがえにくくなっていた。 

このようなⵍ災ߘのものから、ᰴ╙にがこってこの৻年ㅴࠎできたのでしࠂうか。

風景として生じてきたのがḝ᳓や⥄ྃ井です。ߘういうとこࠈの᳓┵に⇌がてくる。こ

れが生きようとする現れですね。ߘれからこういうものが㕖Ᏹに大事だとᕁったࠎですけ

⺕。ったが⟎いてࡊのわきにࠦッߘ、ですがࠎるがࡊのパイࠈしているとこྃ⥄、ߤ

でも㘶ࠎでいいですよということでって、ߘういう風景がとても重ⷐに感じられた。も

う߭とつは小槌社のお⑂りですが、㐿催するかは議論はりましたが、⚿ዪやることが

できました。ߘのなかでも、お⑂りの風景というものをෳട⠪は感できたものだとᕁい

ます。 

ういった、お⑂りや⥄ྃ井も、より長いスパンでたときの歴史の中でできてきたもߘ

のでした。1916年、1952年に比ߴて、1972年のものからは、高ᐲ⚻ᷣᚑ長に合わߖてࠎߤ

。に市ⴝがᐢがっていったࠈではないとこࠈでいたとこࠎれもともとߐၒ┙がなࠎߤ

また、৻つ৻つの集落のᢿ㕙もてみると、ߘれߙれの集落のられ方がえてくる。重

ⷐな⟎に社がったり、᳃館なߤもోなとこࠈにった。大きくると大槌町と
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なりますが、ߐらに⚦かくるᔅⷐがった。ߘれからこれは、᳓源の⺞ᩏや、ၞの⺞

ᩏした࿑ですが、ⴝとጊとのかかわりがᒝくえるようなᦠかれ方がߐれている。です

から（ᶏだけでなく）ጊとの関ଥというのも重ⷐなのかなということもわかってきます。 

ᰴに震災⋥前まで⛯いていたらしの風景です。これはోくᄬわれました。ߘこで東京

大学都市工学科のਃ年生らと、まちの⸥ᙘをつめるという⹜みをしました。ߘの⚿ᨐと

して、このカン࠳ーをったのですが、これを㐿くと中にはⵍ災前のまちの様ሶなߤが

ឬかれている。ߘれらをたりしながら、まちのએ前の様ሶをᔓれないように。のっߵら

߷うのとこࠈにᣂしいまちをつくるわけではしてなくて、ここでの風景まߐに人と人と

の関ଥ、人と土との関ଥ、ߘの重ⷐᕈをしたうえで、復興まちづくりをやっていく

 。なでしていきたいなとᕁいましたࠎだという事をみࠎ

復興まちづくりについてはḝ᳓や⑂りといったようなものが重ⷐなキーࡢー࠼となって

いくと考えていますけれߤも、いったࠎここでまとめますと、風景はᢿ⛘ߐれてしまいま

したが、ㅪ✎と⛯いていっている歴史やᒻ、უれたようにえるがいま復興がᆎまって

いるḝ᳓や⑂り、しかしもっとㄭくのᶖṌしてしまった日Ᏹの⸥ᙘは、⋧ᒰ㗎ᒛって再生

していかなけれ߫㔍しいとᕁいます。 

ᦨ後に、赤浜の話をߖߐていただきます。8月28日にᣂ町長がㆬ߫れまして、ߘれએ㒠、

のまちづくりで、ついᢔᱠしたくなるᶏのえる⟤しいまちづくりというဳࡊッࠕࡓ࠻ࡏ

ものをⴕっていきたいという方㊎をめました。ߘして、ฦ集落にၞ復興᭴ᗐ会議を⸳

⟎して、ߘれߙれにࠦーディࡀー࠲ーがいて、二ㅳ㑆に৻࿁おこなわれました。ここで重

ⷐなのが、ࠕࡓ࠻ࡏッဳࡊのまちづくりということと、ᢔᱠをしたくなるⴝづくりという

ものの㑆に⍦⋫がるということです。これをߤのように⸃していくかということを考

えました。 

こうしたフࠜー࡞ࡑな話し合の前に、ታは、インフࠜー࡞ࡑなࠕࡓ࠻ࡏッࡊ議論が、ᮨ

ဳや࿑をつかってᆎまっていました。ߘのなかにടわらߖていただきながら、ၞの方々

のߏ意をうかがっていると野場が᰼しいとか、ࠨッカー場が᰼しい╬に意がⴕって

しまって、これはいったࠎᢛ理をしなくち߾いけないなとᕁいました。৻ᣤすߴてを⡞き

うけるというス࠲ンスでㅴめて、ここでおっし߾っていることの本⾰を⸒葉にしてすと

いう事をやりました。え߫浜に野場が᰼しいというのは、本ᒰに野場が᰼しいわけ

ではなくてߘこに人の༡みが᰼しいというᏗᦸと⸃㉼して、ߘういうやりとりをしていく

うちにうまくいくようになりました。ߘれらの⚿ᨐをまとめていったことで、インフࠜー

こで⑳がኾ㐷ኅとߘ。ー࠭に⊒ዷできたとᕁいますࡓなᒻ߳と話がス࡞ࡑからフࠜー࡞ࡑ

して関わるからにはと考えてᔃដけていたことは、今のⵍ災⠪の方々が考えている事と、

ᧂ᧪の人との会話をこの場でつくりすことができないかということです。こういう┙

場になࠈうとᕁったときに、いち߫ࠎ重ⷐだったことは、⑳は৻人じ߾ないという事です。

りㄭでᏱに話し合った研究室ౝ部のス࠲ッフ、ኾ㐷ኅห჻のખ㑆、ࠦン࠲࡞ࠨン࠻の方々

とදജして、議論したうえで、ၞの人にᛩߍかけていかないと、ᧂ᧪の᳃のઍᦧなࠎ
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てとてもできない。 

これがታ㓙にᮨဳをって会議した時の風景ですが、みなࠎߐ、とても関ᔃをもってい

ただけました。また、ࠦン࠲࡞ࠨン࠻の方にᦠいてもらった⛗をߖて、いࠈいࠈ議論を

して、ᦨ⚳的なまちの復興基本⸘↹となりました。 

ᦨ後に、ᧂ᧪のၞ᳃といいましたが、❗ㅌを߉り߉りつめていくのは、今のᲑ㓏で

は㕖Ᏹに㔍しい。話し合いの場やၞの方々のᕁいは、ೞ々とᄌわっています。ߘこで、

復興⸘↹を2Ბ㓏の時㑆で考えて、大きな᭴ᗐをឬきながら、৻方では⌕ታな⌕ὐを⸳け

てやっていく、というᒻでやりたい。ߘして、Ṫᬺの復興というのも今後の⺖㗴として

るのだとᕁっています。 

 

 

～⾰⇼～ 

ޘᧁ：߭とつ⋡の⾰です。大槌は集落のේဳや⥄ྃ井・⑂りがる。ߘのような㝯ജ

的なࠦンࠢ࠹ス࠻がる場所でったが、もともとේဳをとߤめていなかったような集落

できてしまった災ኂ時はߤのように復興を考えれ߫いいのか㧫 

二つ⋡は、（復興まちづくりに㒢らߕ）景観や歴史的ࠦンࠢ࠹ス࠻をりながらⴝづくり

をやりたいといっても、できない᭴࿑がるのではないかということにߤう考えていけ߫

いいか㧫  

┄↰：1ὐ⋡については、震災復興小学ᩞが৻つのᏗᦸなのかなと。ࡠࡊフࠚッショ࡞࠽の

⢻ജが活きた事としては重ⷐなだとᕁう。赤浜の場合は、ᒻや⥄ὼに手がかりが⼾

ንで議論の中で⥄ὼとࠕイデࠕが⤘らࠎできたとこࠈがりますが、ࡠからࠕイデࠕを

すようなことも᳞められるときがるとᕁいます。ߘのためにはまだീᒝしていかなけ

れ߫いけないことがᄙくるとᕁっています。 

2ὐ⋡については、これまでも本ᒰにちこちでᢌ北していて̖。⿷ഥでは、観శをはじめ

としてၞにᩮઃくものを復活ߖߐていくၞ᭴ᗐを研究室の࠻ࠢࠚࠫࡠࡊで⹜みてい

ます。ᄙくの集落について߶とߤࠎの人が᧪߳のෂᯏ感をしているが、ߘこの方ᴺ

論をᚒ々が手くឭ␜できていないという᳇がしています。 

 

ળ場ࠄ߆：⸘↹の᳃主主義の㗴についてですが、ኾ㐷ኅがᧂ᧪のၞ᳃の┙場にᗐ

的になるとか、ⶄᢙのኾ㐷ኅが議論し合うというのは大事なことだとᕁいます。これまで

の、⸘↹論がࡊࠕイできߕᒁきਅがっち߾うというとこࠈから৻ᱠ前ㅴしているとᕁう

ので、ߘれが᥉ㆉ化できるとよいとᕁいます。ߘのน⢻ᕈはるのか。もう߭とつ、大槌

の文化資源⺞ᩏというのはߤこにࠎߤな߰うにっていくのか。 

┄↰：৻ὐ⋡については、⑳はこのやりかたを৻⥸化できるといいなとᕁっています。ߘ

れは、ኾ㐷ኅ߭とりのࠕイデࠕには㒢⇇がりますから、ኾ㐷ኅが࠴ーࡓで意をしな

がらㅴめた߶うが⏕ታにいい方ะ߳ㅴࠎでいくかとᕁいます。もう߭とつの、文化なߤに

土木学会　景観・デザイン委員会 防災・復興小委員会主催　公開リレートーク記録（文責：主催者）

画像などの無断転載・引用ご遠慮ください。 12



 
 

ついては、ᢿ㕙の話なߤはりましたが、ⓨ㑆のわれ方についてはまだ議論がߐれてい

なかった。ߘれにኻして、中井ࠎߐのᓮ社なߤの話なߤをめ、今後ⴕっていくことが

重ⷐなことになると考えています。 

ਛ：ス࠹࠲ィッࠢなᆫでのやり方には㒢⇇がるのではないかということは、⊝が

していることだとᕁいます。⺕も⚻㛎したことのない事ᘒに⋥㕙しているので、基本に

┙ちってⶄᢙのኾ㐷ኅでの議論をわして、ാ᳇をもってᢿして、ᛕ್もฃけるとい

うことが重ⷐかとᕁいます。 

 

ޘᧁ：中井ࠎߐの話を⡞いていてᕁったことですが、まߕ、人のつながりというのはᵹ

動的なものですが、ߘれらをዋしߕつフィッࠢスߖߐてㅴめていくことは大ಾかとᕁいま

す。しかし、ߘの৻方で、土の所関ଥとか、はっきりと✢をᒁいてㅴめていかなくて

はいけないようなシスࡓ࠹がる。ߘのようなリࠫッ࠼なシスࡓ࠹の中で、ࠦࡕン࠭とい

うのにടえ、⽷↥とか↪ᮭなߤをもめながらㅴめられる方ะでやっていけߘうでしࠂ

うか㧫 

ਛ：ㄭઍは、シス࠹ࡑ࠹ィッࠢにやる事が⦟いとߐれている。ただ、ศ㉿ศ㉿でも࿖₺

とか߫れたりしている߭とがࠎߤࠎߤめていくことがりますが、ߘういうのも、境

⇇᧦ઙとしてめていくことでいいのではないかと考えている。ዋなくともਃ陸のၞに

おいては࿕ቯ的な方ᴺ論化ということにはまり重きを⟎いていない。 

ޘᧁ：ߘのようなこともるだࠈうが、方ᴺ論というよりも、しっかり説明ができない

とお㊄がつかない物事がᄙいとᕁうがߘのたりはߤうなのだࠈうか㧫 

れがಾ⏢℉⏴して、勝手についてこいみߙれߘ、ッࠢになっていてࡀたりがのߘ：↰┄

たいな関ଥᕈが基本で、Ṫᬺの⠪たちの関ଥはなりたっている。৻ᔕㄭઍ的所の考え方

や都市⸘↹にのっとってはいるけれߤታ㓙はߘうではなくて、ࠦࡕン࠭や土↪が

ታ現するめ方ができれ߫㕙⊕いとはᕁいますが。 

 

ޘᧁ：中井ࠎߐは今まで⺕も⚻㛎したことのない事ᘒとઔいましたが、歴史的にవ人の

⚻㛎した、たとえ߫関東大震災なߤもったけれߤも、ߘういったవ人の⚻㛎は、今後の

中でも活かしていけないのか㧫 

ਛ：たしかに、歴史的には⚻㛎しているのですが、文₂⺒のとは話が㆑う。現場でカ

スࡑ࠲イ࠭していくのでないと話がㅴࠎでいかないかと。ೞ৻ೞとᄌわっていく状況のな

かで⥄ಽの中でᄌわらないものというのをࠢリࠕにしておいて、ߘれは⽾ける、みたいな。 

ᐔ㊁：震災・ᚢ災復興とቯ的に㆑うことは、߭とつは、రの土にめないこと。これ

߰。ことができないことが大ᄌなことかという状況までに、రの土にߤ߶ たつめは、

人ญᷫዋも大きな㗴で、ᒰὼ高㦂化もすߏいいでㅴࠎでいる。これらが重なっている

ということは、ೋめての事ᘒなのではないか。 
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赤浜集落および大槌の歴史文化資源

復興現場の風景 この一年を振り返る

岩手県大槌町から

2012.3.29土木学会景観・デザイン委員会、防災復興小委員会
東京大学都市デザイン研究室／窪田亜矢

東北

日本

町

集落集落

生活
空間

東
日
本
大

2011 2012

震集 復日

古代 中世 近世 近代 現代

現在 未来

大
震
災
：
被
災

震
災
直
前
の
状
況

集
落
の
原
型

復
興
の
ビ
ジ
ョ
ン

日
々
の
復
興
過
程

復興まちづくりの論点

・集落の原型を明らかにする
→地域社会は、自然とどうつきあってきたのか？

・復興したいものは、震災前の風景にある
→震災前の状況はどうだったのか？

・被災を繰り返さない
→なぜこれほどの大惨事になったのか？

・刻々と変化する状況に柔軟に対応する
→一年の復興段階から何を学べるか？

・復興のビジョン＋アクションへ

１．大槌の被災状況

・被災を繰り返さない

→なぜこれほどの大惨事になったのか？

町民15,277人:H22 (大槌町発表2011.10.28)

死者802名、行方不明者520名

紫：建物倒壊エリア
赤：津波到達エリア

土木学会　景観・デザイン委員会 防災・復興小委員会主催　公開リレートーク記録（文責：主催者）
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埋め立て地や低地からの避難距離が長かった。
津波予測の甘さ等により、避難行動に至らなかった。
城山に逃げられた人は助かった。

町役場の屋上にまで至る津波の高さが認識できなかった。
低地に町役場が配置されていた。
町長不在時の復興が遅かった。

防潮堤は壊れた。
防潮堤を超えると思わなかったし、超えてはじめて気づいた。
水門を閉めに行った消防団員等が流された。

津波の浸水域と倒壊家屋の分布は、高さによって明らかに異なる。
山へとつながる道（神社や小学校が奥にある）を逃げた。

多くの神社は、倒壊や流出を免れた。
地域住民の避難先であり、祭りによって地域住民の精神を支えた。

２．大槌の復興まちづくりの現状

刻々と変化する状況に柔軟に対応する

→一年の復興段階から何を学ぶのか？

土木学会　景観・デザイン委員会 防災・復興小委員会主催　公開リレートーク記録（文責：主催者）
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・住民による主体的な議論の場づくり
→集落毎の前向きな話し合い、気持ちの揺れ

・保健師らによる全戸訪問
→避難所から仮設住宅へのスムーズな移動

・NPO（遠野まごころネット）らによるサロン開設
→まごころ広場からまごころの郷へ

・外部からの支援
→屋台から仮設店舗へ

自噴井の分布 作図：萩原拓也

震災後の小槌神社

町方の市街地の大半が津波で失われる中、山際のや
や高台にある境内は、１７世紀制の２基をはじめと
する神輿４基は、奇跡的に被災を免れる。

資料提供：永瀬節治

奉納舞（鹿子踊り） 境内下での神輿渡御

資料提供：永瀬節治

奉納舞（鹿子踊り）

奉納舞（虎舞） 奉納舞（まるたに御旅所）

小鎚神社祭典（9/25）の流れ
9:00 本殿にて復興祈願祭
9:30 担ぎ手が神輿蔵の前に参集。

神霊遷座、祝詞奏上。
震災の犠牲者へ黙とう。

10:00 神輿渡御の開始（２基）。
境内では順次、郷土芸能

資料提供：永瀬節治

団体による奉納舞を実施。
10:20 神輿がまるたに御旅所へ。

神輿の前で奉納舞。
11:30 神輿が境内下の御旅所へ。
12:50 渡御を終え、神霊は本殿へ。
日本財団から大槌町郷土芸能保存団
体連合会への支援（7600万円規
模）の報告。目録の贈呈。
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３．大槌の自然と歴史

・集落の原型を明らかにする

→地域社会は、自然とどうつきあってきたのか？

町方地区の変遷 作図：田中暁子、萩原拓也

断面にみる集落の景
観

作図：岡村祐、萩原拓也 大槌町の湧水、井戸
出典：後藤・伊勢1965岩手県大槌町の地下水の水質

大槌町全域図：町勢要覧昭和９年

４．大槌の震災前の概況

・復興したいものは震災前の風景にある

→震災前の状況はどうだったのか？
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収集できた写真が撮影された地点のプロット

㧡．復興まちづくりの今後に向けて

課題と学ぶべきこと
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・自然と文化を活かす：湧水と祭りによる地域再生

出典：鷲見2003湧水環境調査報告

集落／自治体レベルで
自立生活可能なまちづくり

家の中／井戸／共有湧水／海底湧水
飲料水の確保
サケマス、タチアマモの良好な漁場

鹿踊 虎舞

出典：鷲見2003湧水環境調査報告

小鎚神社の神輿ルート2011年9月 地域社会の主体的なまちづくり

自立生活可能なまちづくり

祭りに組み込む町の記憶、連帯、点検

６．赤浜集落の復興経過報告

東京に忘れてほしくない

仮設住宅立地状況（赤浜）

復興まちづくりの経緯

・8月28日、新町長碇川氏選出
1) ボトムアップ型のまちづくり
2) つい散歩したくなる美しいまちづくり

・各集落に地域復興構想会議を設置
それぞれにコーディネーター 二週間に一度それぞれにコ ディネ タ 、二週間に 度

・岩手県による津波シミュレーションと防潮堤高さの提示
大槌湾において14.5m（明治三陸からは守る）

赤浜での経緯：外部者に何ができるか？

町政が停止で、何もできない状態からの脱却
→地図や模型の持込
＝インフォーマルなボトムアップ型議論の開始
→地域の方々が思い描く施設を、言葉として捉え直す

ボトムアップ型の正式導入ボトムアップ型の正式導入
→コーディネーターとして、声の弱い層のアドボケイト
→今の被災者と、未来の地域住民の会話を想定する
→未来の地域住民＝課題がわかるはずの専門家が代替
→複数の専門家が、常に議論しながら考える

土木学会　景観・デザイン委員会 防災・復興小委員会主催　公開リレートーク記録（文責：主催者）
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議論を経た発展案

地域住民の自主提案

町として国に提出した計画

・復興計画を二段階の時間で考える

残る課題：漁業の復興

その間に為すべきこと
→仮設住宅から本設への公平で合理的な移行の仕組み
→漁業集落の特性を活かしたまちづくりのあり方
→国の復興方針にのらないプロジェクトの実現

土木学会　景観・デザイン委員会 防災・復興小委員会主催　公開リレートーク記録（文責：主催者）
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岩手県陸前高田市から「震災から�年」（羽藤英二） 

 

⑳は陸前高田にはいって1年やってきたことを話します。震の後物が落ちたり、ߘうい

った話を⡞いているうちに☳Ⴒががってきて、ㆱ㔍所こちらですよとჿをかけられたが

高บにⴕくとᢿった。ૐいㆱ㔍所にはいかなかったり、ߘの߶かにもいࠈいࠈなᕁいㄟみ

のჿがりました。ߘれで、ᵤᵄがᒁいた後は、ⴝの㛽ᩰがわかりやすくなっていました

が。震災後は、〝状況の⊒ାをしていた。72時㑆એౝにこったこととしては、まߕ、

東京のもߐࠈを感じߖߐられた。また、ⵍ災はわかってのとおりでるが、߭ߤい状況

でった。ⵍ災後の風景はこういう状況でした（౮⌀）。 

1年㑆やってきたことでは、⊒災から、復興⸘↹が12月、都市⸘↹ቯが2月、事ᬺ⸘↹

が3月に大きなこととしてはりましたが、まߕは、2ㅳ㑆後は現りで人的にいࠈい

、して、2か月たつくらいからߘ、ࡓーの後、学会の合ห⺞ᩏ࿅での⺞ᩏで議論のフߘ。ࠈ

ᵤᵄ防災ᛛⴚኾ㐷委員会・社会資本ᢛክ議員会といったとこࠈで㛽ᩰの話をしてきまし

た。ߘの後2か月まちづくりの話をᆎめましたが、ዋしㆃかったようにᕁいました。ߘして、

市᳃というフࠚー࠭、と⸒っていいのかわかりまࠎߖが、復興を語る会といったものが┙

ちがってきました。これらは、とてもኒᐲが高くⴕわれてきたとᕁっています。ߘのઁ

にも、議会のෳ考人⥌なߤもりましたが、ߘこではࠦࡏࠦࡏにߐれました。市᳃の⸒

語、ⴕの⸒語、ߘれらは㆑うもので、ߘの中で様々なゟがった。ߘこをߤのように

⚿びઃけていくかが大ಾなことかと考えています。 

復興のᒻとしては、このようにᣂたなつながりをつくっていくことですが、ߘれがなか

なか㔍しいということは話ߐれています。ࡉリッࠫをかけていくことが㔍しい。 

ると。ഠ化のなかの⺖㗴としては、意ᕁቯのኻ┙、的⸛議の再⸳⸘を࿑るᔅⷐがߘ

 。みたいな状況ですࡓれたኾ㐷㗔ၞのવ⸒ࠥーߐ

陸前高田は、こࠎな状況です。がれきはߤかしたような状況。ߘのように、ⴕがㅴめ

ている৻方で、市᳃も、ጊゞがᵹߐれても⑂りをおこなおうとしたり、ߘういう様ሶが

られた。様々な方が、お⑂りにᕁいをㄟめられていた。 

のようにして復興⸘↹を┙ててきているわけですが、24ߘ 年ᐲ、25 年ᐲと、様々なこと

がㅴめられていこうとしている。ߘのなかで、このᢙか月、ⴝの㛽ᩰを話し合うことがで

きるᦼ㑆がるのかとᕁいます。 

ここからは、⑳が考えていることになりますが、教⢒とデザインについてです。ⵍ災

では、野をもうᆎめている風景がられました。また、これらはሶଏたちがឬいた⛗で

すが、復興⸘↹は8年くらいかかりますが、ᓐらは復興が⚳わるこࠈには20ᱦくらいになる。

でㅴめていくことが、ၞを考えるὐで重ࠎスに復興をขりㄟࡠࡊのなかで、教⢒のߘ

ⷐでるとᕁいます。しかし、学ᩞߘのものもⵍ災している状況でり、ߘれらのデザイ

ンを今、教⢒の話とに考えているとこࠈです。 

また、ᖬこと、「なる」デザイン。らしていた場所で人がくなったということを
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考えなくてはならない。「なる」デザインといいますが、生してくる風景の中で、時㑆

というものを❱りㄟみ、話をㅴめるかが㔍しいことでもり、重ⷐなことかともᕁってい

ます。 

これは、今年の�月��日の陸前高田の౮⌀ですが人がこࠎなに集まっている様ሶはߘれま

で߶とߤࠎられなかった。Less Aesthetics, More Ethicsという⸒葉がりますが、生を

考えるということがᔅߕしも⟤しいものにつながるのかわからないという状況になってき

ているとᕁいます。 

しかし、これらは、ߘのㅢりにㅴ話ではないとᕁいますが、ߘのなかでも、⑳たちは

ᔀᐩ的に考えることがା⸤ߐれているのだとᕁいます。 

 

 

～⾰⇼～ 

ળ場ࠄ߆：資ᢱにઁの方がᦠかれた陸前高田の話㗴が৻部っていますが、ߘこにもࡑス

ンをっても、⚿ዪౕ的にࡊー࠲スࡑ。りますン主義的なものが㔍しいとࡊー࠲

ィ࠹れた時㑆で、ࠢリߐうするかというのがಽかりにくい。陸前高田では、これからᱷߤ

カ࡞な㗴はߤの߳ࠎにるとお考えですか㧫 

⠀⮮：߭とつは、࿖ですね。ᖬデザインはここでもてくる話㗴だとᕁいますが、

ᓥ前の࿖༡のようにᢝをめてやるのではなく、ᶐ᳓が᧪たとこࠈまで考えてデザ

インに落としㄟࠎでいくのが大事だとᕁっています。ߘこは߭とつࠢリ࠹ィカ࡞なࡐイン

なのかとᕁっています。もう߭とつは、時㑆ゲの話になるのかとᕁいますが、高บ⒖ォ࠻

の話はోてのၞにㅢにいえる事だとᕁいますが、⑳が㕖Ᏹに重ⷐだと感じているとこ

 。かと⥄ⷡしていますࠈは、時㑆が⍴いとこࠈ

 

ળ場ࠄ߆：࿖はたりまえのような話ですが、防潮堤なߤもめて、もっと࠳イ࠽

 ッࠢにㅴめられるような話はないのか㧫ࡒ

⠀⮮：࠳イࡒ࠽ッࠢという⸒葉を中井ࠎߐがߤのようにっているのかはわかりまࠎߖが、

Ფ年300人ߕつ人ญがᷫっていっている状況の中で、々人の生活がታ現しうるが早いᲑ

㓏でឭ␜ߐれるのが⦟いことだとᕁう。㧠・㧡年しの߫ߍᚯってこられるのだというታ感

をਈえߖߐるような話ができることが重ⷐかとᕁいます。 

 

ޘᧁ：陸前高田は、ୄ⍑できるような㐿けた土ですが、ここでは、ⓨ㑆の中ᔃᕈをも

ったりするようなࡔࡘ࠾ࡕン࡞࠲なሽがᔅⷐとߐれているၞでると考えますか㧫 

⠀⮮：たしかに、ጊはጊ㓙✢のことなߤもめてデザインしやすいが、ᶏはߤこまで

をやれ߫いいのかがつかみにくい。もちࠎࠈ、ᶏ↥資源のようなものもるわけだけれߤ

も、ߘれらのਔのつながりをߤのようにつくるかが⺖㗴でる。おいのធ⛯を考える

と、ὐなߤをߖߐたり、にじみだしたりߖߐたりするようなことを考えている。 
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ޘᧁ：₸⋥に⸒ってしまえ߫、これ߶ߤの土が本ᒰにᔅⷐなのか㧫 

⠀⮮：たしかに、ᤄからのጊの部ಽはことになるとᕁいますが、ᶏにㄭづくとこࠈ

でߤれ߶ߤまでน⢻なのかは。 

┄↰：赤浜でも、はまࠁりという⦁をもう৻ᐲᑪ物にਸ਼っけたりするような意もたり

しています。 

⠀⮮：3月11日もห時ᘨ㔤⑂というᒻでしたが、ߘこ߳いかߕにᖬ人もいた。ߘういうこ

とも考えると、シンࡏリッࠢなᒻとしてᱷすᔅⷐもないのかと考えることも᧪ますが、

やはり、まったくߘういうことがなかったようにᚯすのも、㆑うかなと。 

ળ場ࠄ߆：࿖༡の⸘↹に関わる⠪です。ߘもߘもᱫࠎでいた事ᬺだった࿖༡をも

う৻࿁るということをやる、ということには、⋡をつ߱るとして。ߤうߖるならᣂし

いၞにというのも̖（㧫）。もう৻つは、ࠦࡕン࠭の話に⛊みますが、ᶐ᳓ࠛリࠕにま

でをᵄߖߐることを⋡ᜰすという話がったので。ዋなくとも、㕖ዬࠛリࠕとい

うものがᴪጯၞに⸳ቯߐれていて、㕖ዬには✛と↥ᬺ↪として⦡をႣられてい

ますが、ߘれらのታ情が考えられていない。ߘのようなとこࠈがたくࠎߐって、ታはࠦ

、をつくっているのかとも⸒えますがࠕンࠢࠛリࡉン࠭の話は、⏕ା‽的に⸘↹的にࡕ

このこととࠛリࠕとのかかわりはᷓいのではないかとᕁうので、とࠦࡕン࠭のこ

とを関ଥᷓく考えていかなけれ߫ならないことだとᕁいます。 
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震災から1年

羽藤英二

震災⠉日
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震災から㪈年やってきたこと
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㪍㪆㪎
䌾

㩿市㪀
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興
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㪈㪉㪆㪉㪋

調
査
団
㪋㪆㪈
䌾
㪌㪆㪐

考
人

⥌
㪈㪈㪆㪈㪌

㛽ᩰ

まちづくり議論の
フレーム

いろ
いろ

市民

㪉週間 㪌㪇日 㪉か月㪉か月 㪊か月

㩿市㪀
事
業
計
画
㪊㪆㪎

ち
づ
く
り
委
員
会
㪊㪆㪈㪉

地
入
り
㪊㪆㪈㪏
䌾

㪊㪆㪉㪉

発
災
㪊㪆㪈㪈

㩿県㪀
都
市
計
画

定
㪉㪆㪏

復興のかたち

個人社会個人社会
(Private)(Private)

市場社会市場社会
(Market)(Market)

小さな市場(Small Market)

地縁地縁//血縁血縁
(Common)(Common)

公共社会公共社会
(Public)(Public)

地域安全保障(Local Security)

新しい協同体
(New Common)

さまざまな課題

1. 䇸ᗧ思定の対立䇹
– BRT（㋕道事業者） vs. ㋕道（県）の対立

– 行政の時間と市民の時間、専門家の時間の㥿㦉

– ᣢሽ自治体/都道ᐭ県をつなげただけの広域調ᢛのᣢሽ自治体/都道ᐭ県を なげ け 広域調ᢛ
㒢⇇

2. 䇸公的⸛議の再設計䇹
– ഠ化する⚦分化された専門㗔域のવ言䉭ーム

– コミット䊜ントのかたち：⑼学者・ᛛⴚ者集団の⹏್の
ା㗬(の፣壊)

– 䇸⑼学的な⍮見䇹を有するフ䉜シリ䊁ーター不在
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6

㛽ᩰ

まちづくり議論の
フレーム

いろ
いろ

市民

2週間 50日 2か月2か月 3か月

陸前高田の復興の現状

▲啓開が進む市内道路

▲復興エリアの確認

▲祭りの開催の決定

▲けんか太鼓の復活

㛽ᩰ

▲避難シミュレーション(3月11日, 15:00)

▲復興基本計画

▲防災集団移転計画

▼津波シミュレーション

デザインと教育
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7

悼むこと、「なる」デザイン

広ፉに原がᛩ下された1945年（昭和20年）8月6日には、ῳෂ◊の⍮ら䈞をฃけᏫ郷のㅜにあってየ道にいたが、け野原となって〔ᒻも
ήくなっていた実家に到⌕した⠉7日、ῳはすでに2日にઁ⇇しており、広ፉ市への原ᛩ下とหじ日に実施された今治空ⷅによって、Უもห

時にᄬっていたことを⍮らされる。壊Ṍ的被ኂをฃけた広ፉは、外国の㔀でル・コルビュジエの䉸ビエト・䊌レス計画案と出ㅩい、建▽家を
ᔒした想い出の地でもあった。その広ፉの復興計画がᚢ災復興㒮でର上にの䈿っていることを⍮るに䉖で、残⇐能のෂ㒾性をᔃ配さ
れたにもかかわらず、ਤ下はᔒ㗿してᜂᒰを↳し出た。ᵻ田ቁ・大⼱ᐘᄦら東大の研究室のスタッフとともに1946年のᄐに広ፉ入りし、都市
計画業ോにᓥ事した。そのᚑᨐは、広ፉ市主の広ፉ平和記ᔨ公のコン䊕にෳടした㓙、見事1で入選というᒻで⚿実する。
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8

ᑄから未来へ
風景は人の後ろと前に長ᦼ持⛯というή㒢の䊌ース䊕ク䊁ィ䊑を描き出している。マルクスの
間㆑いは人間が歴史を作ると言った点にある。ᦨ⚳的にൎちを収めるのは時間だが、人間は
歴史に⠴えるのだ。とすれ䈳、変わりようのない世⇇のㆇと共に人間について理⸃しなけれ
䈳何もできまい（䊑ローデル）。

Less Aesthetics, More Ethics?
「今よりも未来がよくなり他人よりも自分が大切」という近代の終焉 に何ができるか？
リスクに対して完全な対応と作為（さくい）の要求。デザインは生の謳歌を強調するために、都市に
おいて死の印象はできるだけ隠蔽されてきた。

徹底的に考えるということを信託されている
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まちづくりと防潮堤 （平野勝也） 

 

防潮堤事ᬺを手વっているのですが、㆑感を感じております。ᴡᎹᴺには、৻᧦に、

このようなことがᦠかれているࠎですね。明⏕な࿖土ోがᦠかれています。しかし、ᶏ

ጯᴺの場合は、⽷↥をるということがᦠかれておらߕ、ᶏጯの防⼔のみがᦠかれている。

ᴒࡁ㠽ፉがいいです。 

りますが、この৻年は、東北大学で、⍹Ꮞ市の復興まちづくりをⶄᢙのなこともࠎߘ

ኾ㐷ኅの࠴ーࡓでやってきました。߰たつめ、ධਃ陸町の復興⸘↹╷ቯ委員をやっていま

す。防潮堤の方は、࿖土ㅢ⋭の方から景観ࠟイ࠼インをᚑして߶しいという本⋭の

仕事に┵を⊒して、ችၔ県・岩手県の現ታの防潮堤をߤうするかということまでやってき

ました。 

、のなかでߘ。ちこちで┙ᵷな防潮堤が፣れている、て、防潮堤のことになりますがߐ

防災土木ደのᕁいとしては、物理的に᛫ってもή理がると⸒いながら᥉ઍのᄸ〔のこ

ともったりでㅅっていて、ߘれらが中ᄩ防災会議で議論ߐれ、.�と.㧞という二つのᵤᵄ

を考えることで⌕しています。今࿁は、500年～1000年に৻ᐲのᦨ大ࠢス㧸㧞のᵤᵄで

す。防潮堤のᢛは㧸１でⴕいます。このὐについてはᴡᎹのᴦ᳓᳓Ḱからの平ᕈから

考えれ߫、合理ᕈはるとᕁっています。また、物理防ᓮ߳のㆊାを⋭し、高い防潮堤

は、↪・環境・景観から㗴ⷞߐれ、防災♽事ᬺのᄙくが2Ბ᭴えで⥌的なⵍኂがな

いように考えられている。また、㧸㧞を防ᓮしない理↱としては、きわめてまれな事⽎で

ࠈるかを議論しているのはよߖな状況の中で、まわࠎߘ。り、的⏕なᗐቯができない

しくない状況とᕁいます。ߐらには、᭴造物の⠴↪年ᢙがࡀッࠢでり、500年のためにᲤ

年Ფ年ࡔン࠽࠹ンスできるかといえ߫ߘれも現ታ的でない。 

れ基Ḱを⸳けるこߙれߘとにߏると、ḧߍう考えるかをߤ、りながらなこともࠎߘ

となߤを考えているが、ᵤᵄをᗐቯするにしてもᢛ理するとࠨン࡞ࡊᢙがዋないものをࠛ

イࡗとくくってᗐቯしなくてはならない。だから、今るものをᦨ大㒢にって考えるこ

とはる意味合理的だと⸒えます。しかし、このようなめ方だと、たとえ߫㓶勝町の中

ᔃではోၞでోᕈが㆐ᚑߐれていない。 

をⵍ࠻て、これが、防潮堤のᢿ㕙になりますが、これは、土を⋓ったにࠦンࠢリーߐ

ⷒしたものです。ࠦンࠢリー࠻わなき߾いけないなら、ߖめて❑リࡉなߤをれたりな

 。ということをデザインᬌ⸛の中で主ᒛしたりしていますߤ

このようなこともㅴめているわけですが、㗴ὐとしてはやはり災ኂ復ᣥ事ᬺでるこ

と。時㑆が㒢られている。しかも❑ഀりの⺞ᢛがᔅߕᔅⷐなので、⁜い浜で二つの᭴造物

がてくるน⢻ᕈがる。また、資᧚ਇ⿷というのもり、ో部ࠦンࠢリー࠻でⵍⷒする

なࠎて、とても⺞㆐できない。ߘのためో部ࠦンࠢリーࡠࡉ࠻ッࠢになってしまい、ᔅߕ

しも⟤しくはないものになります。また、ࡠࡉッࠢの㕙は、࠾ࡑンࠣの☻ᐲଥᢙなߤを

ࠢリࠕしていないと᧚ᢱとしてえなかったりして、ᣂたにデザインしてもߘれでታ㛎・
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⸽するのに1年かかるからだめだというはなしで、だったらᣢຠの中からㆬ߱しかない。 

また、防潮堤の高ߐをਅߍるための手⛯きがないということも⺖㗴です。このようにいࠈ

いࠈ㗴がるとはいえ、人的には.�は防ᓮし、.�はㆱ㔍・ᷫ災という方㊎はࡃンス

のとれた方㊎でるとᕁいます。なߗなら.�は歴史的にみて���年に৻ᐲしか᧪ていないか

らです。 

しかし、ⵍ災⠪の感ⷡとしては、���年に৻ᐲでࠈうが、現に㛎したᵤᵄにઁならな

い。⑳㆐よߘものがいう500年に৻ᐲのきわめてまれなᵤᵄだという考え方とኻ┙している。

このことが、現場でこの1年、もっともᖠまߖられることでったように感じています。 

ᴡᎹዪはᦨᖡの事ᘒ・.�防潮堤がోてუれた場合をᗐቯしてシࡘࡒーションする。ߘう

すると、なるߴく.�でもోなとこࠈにみたいとᕁっていたⵍ災⥄ᴦの⊝ࠎߐは、

ーシࡘࡒとか.�防潮堤がუれないシࠎてなくなってしまうというので、なࠎなࠈとこ

ョンをしてくれという。 

これらは、時㑆感ⷡのᏅがᒁきこす㗴でり、今࿁のᵤᵄがきても大ਂᄦ㧍といえ

ないと物事をᆎめられなかった。ߘして、1年たった今でもᕟᔺはోくᶖえていないのが現

状でる。これらの時㑆感ⷡのᏅをၒめるために、ⵍ災⥄ᴦがขっていた方ᴺとしては

大きく㧟つ、高บ⒖ォや、㧞・㧞࡞ー࡞、二✢ឭがります。ᄙくの⥄ᴦが.�ᷫ災を物

理的に⸘↹していました。ߘうしますと、この⍦⋫ὐはߤうしても生じてしまうものです

が、᥉ㅢ.�防潮堤なら��年や��年に৻ᐲのᵤᵄならᱛまります。ᱛまるのに高บ⒖ォとい

うのは2重ᛩ資にならないかということが⸒われている。また、人ญᷫዋの中で、高บዬ

のࠨス࠹ィࡆ࠽リ࠹ィがわれる。また、大ⷙᮨな造ᚑには2年3年平᳇でかかるが、ߘ

れをᓙつだけの時㑆的はるのかという㗴がる。ߘのઁにも、ࠦス࠻に合った

ലᨐがるのかがわれたり、ጊの災ኂを理⸃ߕߖに⸘↹をしていたりするような現状

が㗴になっている。 

㧞・㧞࡞ー࡞、つまり⇇中のᵤᵄⵍ災でのᬌ⸽⚿ᨐから、ᵤᵄ᳓ᷓ㧞㨙એ、ᵤᵄ

ᵹㅦ㧞㨙/㨟એでኅደのୟუ₸がᕆỗに高まることから、㧸㧞のときにこれを考えて、

まわߖるかを議論している。しかし、この࡞ー࡞には ᔨがる。この࡞ー࡞をもとに、

500年に৻ᐲの災ኂにኻしてᑪ▽基Ḱᴺ39᧦の災ኂෂ㒾ၞをかけるのはᅷᒰなのかとい

うこと。災ኂෂ㒾ၞはઁの災ኂとหでることや、1/30のᵩ᳓にやられるၞにはの

㒢もない。ⵍኂが↟大だから大ਂᄦだという議論もります。 

また、二✢堤の話ですが、ችၔ県平野部で二✢堤をつくって、ᄙ重防ᓮをおこなおうと

している。ただ、二✢ឭというのはᚒが࿖の事ᬺ♽ではታᣉできるものではりまࠎߖ

でした。やっとᵤᵄ防災ၞづくりᴺではじめて事ᬺとしての⟎づけをᓧました。とこ

がᚑ┙したとห時に、ᵤᵄ防災ၞづくりᴺでは事ታ、ታᣉできなくなりました。とࠈ

いうのも、㧡㧜㧜㨙એの堤防には㧸㧞のものにߘれ߶ߤߖないという理↱から࿖ᐶ

ഥがないことがまったからです。ߘの⚿ᨐとして、高⋓土〝とฬ⒓をᄌえて、〝

ዪでㅴめているのが現状です。しかし、500年後にはこれはஜなのか。年後かに、土
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႗と߫れてないか。ߐらには、᥉ㅢの⋓り土で本ᒰにᱛまるのか、⑳⽷↥の話、ࠦス

 。れていますߐのようなことが ᔨߘ、࠻

でࠎているㆊ防ᓮによりᵤᵄ防災のリスࠢએにⴝがṌ߉る⒳のోⷐ⚛を᳞めす

いくリスࠢの方が大きくなっているとߐえᕁえる現状です。 

陸前高田のもߘうでるが、ᴉਅしている場所で、ᶏになっているとこࠈに、もとも

との⸘↹のままでは、⍾をᜬってきてၒめたで防潮堤をつくるものとしていた。 

都市⸘↹⠪も都市㐿⊒ᵷとまちづくりᵷにಽかれていてなかなか意の৻⥌をみるのが

大ᄌな状況にります。 

 

 

～⾰⇼～ 

ޘᧁ：ችฎにはいう⛗がもうているのですか㧫 

ᐔ㊁：もうではじめていました。景観よりもోだということ。 
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まちづくりと防潮堤
東北大学　平野　勝也

1

防潮堤事業に関する違和感

2

河川法の場合
（目的）

第一条 　この法律は、河川について、洪水、高潮等によ
る災害の発生が防止され、河川が適正に利用され、流水
の正常な機能が維持され、及び河川環境の整備と保全が
されるようにこれを総合的に管理することにより、国土
の保全と開発に寄与し、もつて公共の安全を保持し、か
つ、公共の福祉を増進することを目的とする。

3

海岸法の場合

（目的）

第一条 　この法律は、津波、高潮、波浪その他海水又は
地盤の変動による被害から海岸を防護するとともに、海
岸環境の整備と保全及び公衆の海岸の適正な利用を図
り、もつて国土の保全に資することを目的とする。

4

災害の防止でもなく
安全の保持でもなく

国土保全

5

さて

6
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この一年
復興まちづくり

石巻市　東北大学との交流協定

南三陸町　復興計画策定委員会委員

防潮堤

宮城県　環境・景観を考える委員会の委員

岩手県　同上

7

巨大津波とどう向き合うのか

8

9

防災土木屋の思い

今回の津波を防御するのは無理・・・
大自然の脅威に物理的に抗っても限界がある 

いや、でも普代村の奇跡が・・・。

だけど、他にもたくさん整備しなければ（東海、南海、東南海・・・）

中央防災会議の結論は

10

二つの津波

最大クラスの津波（L2津波）→減災

500年から1000年に一度

頻度の高い津波（L1津波）→防災＝防潮堤

数十年から百数十年に一度

11

L1防潮堤整備の合理性

公平性（他の災害事業との安全水準）

cf. 河川の治水水準

物理的防御への過信を反省

高い防潮堤は、利用・環境・景観からも問題

防災系事業の多くが二段構え

12
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L2を防御しない理由

極めて稀な事象（500年に一度）

的確な想定ができない

構造物の耐用年数

13

堤防高の決め方

14
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津波を整理
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河川洪水のように、確率計算はできない。
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L1津波の水位

海岸名 今回の津波
痕跡高

設計津波(L1)
必要堤防高

被災前
現況
堤防高対象地震 水位

雄勝湾 16.3 明治三陸地震 5.4 6.4 3.1～5.9

雄勝湾奥部 16.3 明治三陸地震 8.7 9.7 4.1～5.9

単位m (TP)
17
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L1防潮堤整備の問題

災害復旧事業であること

縦割りの調整が必ず必要

資材不足

下げるための手続きがない

22

とはいえ

23

L1を防御し
L2は避難・減災という
冷静でバランスのとれた

方針である

24
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なぜなら
L2津波は歴史的に見て

500年に一度しか
来ていない

25

しかし

26

被災者の感覚

27

「現に体験した津波」

28

現に体験した津波
vs

500年に一度の極めて稀な津波

29

時間感覚の差
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それが、本質的な難しさを持つ

31

被災市町村は

32

今回の津波が来ても大丈夫！

33

そう言えなければ
何も始まらなかった

34

そして一年経った今でも
恐怖は全く消えていない

35

時間感覚の差を埋める

高台移転
２・２ルール
二線堤

36
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多くの自治体が
L2減災を物理的に計画

37

多重防御の二枚舌

水管理・国土保全局（旧河川局）

L1防潮堤と避難路やソフト施策による多重
防御

都市局＋被災自治体

L1防潮堤による防災と、多重防御施設によ
る減災（L2で水はくるが被害が小さい）

38

高台移転への懸念
二重投資にならないか？

高台居住地はサスティナブルか？

高台造成を待つ時間的余裕はあるのか？

L1防潮堤ができるのにコストに見合った効果
はあるのか？

山に潜むリスクは大丈夫なのか？

39

２・２ルール

世界中の津波被災地での検証結果

津波水深2m以上、津波流速2m/s以上で、家屋
の全壊率が急激に高まる

L2津波に対して、２・２ルールを満たさない
ところは居住制限をかける

40

２・２ルールへの懸念

500年に一度の災害に対して建築基準法39条の
「災害危険区域」をかけるのは妥当か？

災害危険区域は他の災害と同列であること

1/30の洪水にやられる地域には何の制限も
ないこと

被害が甚大だから大丈夫？

41

二線堤

宮城県平野部特有の多重防御方法

仙台東部道路で津波が止まった

２・２ルールによる非居住地域を小さくする

津波防災地域づくり法ではじめて事業としての
位置づけを得た

42
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二線堤への懸念
津波防災地域づくり法では事実上できなく
なった

500m以上のは国庫補助対象外

二線堤の呼称が消えた→高盛土道路

道路事業（避難路）として実施する

内水氾濫時に冠水しないことは極めて重要

43

高盛土道路への懸念

500年後にもその高盛土道路は健在なのか？

普通の盛土で本当に止まるのか？

私権制限との連携してよいのか？

コストに見合う効果があるのか？

44

45 46

まちづくりへの懸念

過剰防御?が街のサスティナビリティーを奪う

L2津波のリスクと街が滅びるリスク

低平地は何に使うのか？公園？

地域にとって重要な資産は何か？

47
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49

まちづくりへの懸念

対津波の過剰防御?が別のリスクをもたらして
いないか？

盛土の不等沈下・高台のリスク

盛土に必要な工期による復興の遅延

地域資産の喪失

50

51
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52

まちづくりへの懸念

防潮堤を所与条件としていないか？

縦割り（横割り？）では解決しない

cf. 防潮堤の線形・高さに市町村は責任を
持っていない

地域にとって重要な資産は何か？

53

さらに

54
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都市開発派
vs

まちづくり派

55

大規模区画整理
仮換地に何年？
盛土に何年？
大丈夫か？

56

まとめにかえて

防災事業（防潮堤・高台移転等）とまちづく
りの整合化・統合的検討を

安全か安全でないかの二元論からの脱却を

街が滅びるリスクをきちんと明示し、まちづ
くり派に丁寧な合意形成を

おそらく強烈な悪者が必要

57
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フリーディスカッション 

 

ޘᧁ：では、平野వ生の話㗴એᄖでも、ోに関わることで会場から意なߤがれ߫ 

 

ળ場ࠄ߆：㕖Ᏹ時をできるだけきないようにするኻ╷、ࡠにするᢛ、ߘういったも

のとはに、防災の話とかを⡞いていると、㕖Ᏹ時をߤのように日Ᏹの中にขりㄟࠎでい

くかを議論していて、ߘこで⧰ഭしているという話を⡞いていて、ߘこに࠴ャンࠫする

ことが大ಾなのかなとか、㆙くにいるものとしてᕁったのですが、ߘのたりについて現

場にっている方々はߤうᕁいますか㧫 

ᐔ㊁：今࿁のはᱛめなき߾、というような方ะに話がㅴࠎでいるのですが、㧸㧞は㕖㔍の

ような࠰フ࠻ᣉ╷でなく、㧸㧞もቢో防ᓮみたいなᒻでㅴめているのが現状です。 

⠀⮮：現時ὐではᒝいことはしていくことができないが、ೞ৻ೞとᄌ化するものだから、

れのᬥになるようなものをኾ㐷ኅはᛂߘ。ンࠣを⸘らってしていけるとはᕁうࡒイ࠲

っていかなくてはいけないことだと感じる。 

ਛ：とにかく、防がなけれ߫いけない状況としては、නり高㦂⠪が߫らけてすまないと

いうこと。ߘして、パࡉリッࠢスࡍースをつくって、日Ᏹと㕖日Ᏹでいಽけられるⓨ㑆

を⸳けるᔅⷐがる。しかしߘれを、↹ᢛ理でㅴめるのか、ߤうするのかは、教⢒なߤ

をめて考えるとこࠈでる。 

 

ળ場ࠄ߆：ታ㓙の工事が࿖の⽷で本ᒰにできるのか㧫 

ᐔ㊁：ߘのὐは、ฦ⥄ᴦともに、ߤこまでめてもらえるのかが⇼ᔃᥧ㝩になっている。

本ᒰに㧸１防潮堤をつくって、められるのか。ߘれらの⽷が明らかになっていないか

ら⎕たࠎするᕟれがる。 

 

ޘᧁ：堤防はోがቢᚑしてೋめてᯏ⢻するから、৻部だけで᧪てもしࠂうがない。ߘ

いうものを今後ߤのようにっていくのか。 

ਛ：現場とෳ⻎本部みたいなᓎഀをわけるᔅⷐがる。 

ޘᧁ：羽藤ࠎߐはਔ方やっているࠎじ߾ないですか㧫 

⠀⮮：防潮堤とか、▫ࡁࡕの話なߤは、に意ᕁቯしていく様な話ではなかった。復

興ᐡというものが今࿁できたが、今後きる災ኂで復興ᐡがかしらの方㊎を␜すことは

できるだࠈうけれߤも、今࿁についてはߘれがままならない。今࿁の話としては、デザイ

ン࠼࡞ࡆなߤといった話㗴がてきているが、 

会場から：࿖ోとして、უれているとこࠈにかをしなき߾いけないというのはりま

すが、უれていないとこࠈにも防災のための事ᬺをやっていくことを考えるとすれ߫、ߤ

のようなことができるか㧫 

ᐔ㊁：事前復興は㔍しい。ⵍኂ、災ኂがきて、ߘこがかわいߘうだからお㊄がつくとい
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うようなシスࡓ࠹から日本はまだᛮけߖていない。 

⠀⮮：ᓥ前の㧮㧛㧯だけ考えると、ၞがቅ┙してしまうからߘれを防ߋようなࡠࠢࡑな

㛽ᩰをつくるようなものがなߐれたりはしている。だから、ߘのなかで事前復興のような

ことをⴕっていくことができるのではないか。ߘう考えれ߫⦟いとᕁっている。 

┄↰：これからは、このような災ኂがᐲもこってくるということを考えなけれ߫なら

ない。․に土をᄬっていくことの意味を考えなくてはならない。今࿁やっていることを

ᰴ࿁に活かすという事を考えなけれ߫いけないとᕁいます。ෳ⻎本部に⑳たち現場がಾら

れてしまうと⚳わりで、情報がないともできない。だから、หでᚢっていくことがで

きなけれ߫いけないとᕁう。 

今࿁も、⇇ฦでこれだけ大きなᵤᵄ災ኂがきたということだけれߤも、ߘのなかで

方ᴺ論としての⸃╷をつくりߍていくことが重ⷐでると考える。 

 

ળ場ࠄ߆：まちづくりᵷと都市㐿⊒ᵷというはなしをߐれていたが、⑳なࠎかがⴕくのは

がれきಣ理なのですが、こࠎなとこࠈにኅがᑪったらまߕいࠎじ߾ないのか、ってᕁうよ

うなとこࠈにኅがᑪっていたりして、ߘれが今のᲑ㓏では現場にるパࡢーなのかなとか

ᕁっていたりします。⸘↹が᧪がってくるといわࠁるᦨ大⚂ᢙを重ⷞߐれ、とびߧ

けた人たちというのが⯦ߍられることになるとおもいます。ߘの߳ࠎ窪田వ生なࠎかはߤ

のように感じられますか㧫 

┄↰：現でኻ┙がないということはない、ߘの中でがうまくいってないのか、合意ᒻ

ᚑではなくて、がᅷදなのか、ということをはっきりߖߐて、しߘࠈれを㓝⭁しない

ことが重ⷐだと。 

⠀⮮：৻✜に仕事をしている人たちをていると、ⴕで話ߖることと市᳃で話ߖること

をಽけている。ࡂリࠤーンのとにも、㧺㧼㧻がたくࠎߐ生まれているなߤがるが、

をᒁっᒛりしてくるようなことが、この৻年ではかけていたのかとᕁいまߐ⦟ういうߘ

す。 

 

ޘᧁ：ࠦン࠲࡞ࠨン࠻の方もえているようですが、いかがでしࠂうか。 

ળ場ࠄ߆：⑳は⥶ⓨ౮⌀をឭଏするということからᆎまって৻年㑆やらߖてもらって、今

はችฎの手વいをしていて、ోὼお㊄をもらっていないけれߤもやっている状況です。な

が⿷りないと⸒われているのでഥ事ᬺがいっ߬いできていࡀカࡁࡕ࠻ࡅ、かというとߗ

ますが、ၞにしたらߤのഥ㊄にߤう࠻イしたらお㊄がもらえて仕事ができるかಽか

らない。ߘのなかにࠦン࡞ࠨがって、この事ᬺをこうしたらߤうですか、とฦ⋭のഥ

事ᬺをちり߫めたら、まちづくり⸘↹ができる、というߘのࡃッࠢࠕッࡊをしてます。 

、いߐして್ᢿはᓎ所でしてくだߘ、いߐてくだߖれを᳃㑆で、2(+や222をつかってやらߘ

というやり方はߤうだࠈうかということで、今᳃㑆��社߶ߤ集まって⍮ᕺしをしていま

す。 
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また、ችၔで߶かの⥄ᴦにはないࠦン࠻ࡊをしたのが᧻ፉです。ここはⵍ災がま

りなかったのでりの⥄ᴦをഥけようとしています。ࠦン࡞ࠨやࠦࡀンが⚿集して、

わからないことなߤはవ生なߤに⡞いたりしながらやってみることが重ⷐなのかなと。⋡

がะけられていない集落なࠎかというものもって、ߘういったとこࠈにኻするきかけ

を土木ᛛⴚ⠪として、会社とかߘういうᨒをえてㅴめることがᔅⷐなのではないかとᕁ

っています。 

⠀⮮：ᄾ⚂の仕組みをᄌえる࠴ャンスなのかと。しかし、人と人とのつながり、ା㗬とい

ったことがߘのような㧼㧼㧼のようなやり方、仕ដけがったとしても、రの人がߘれ

で⥄らが復興をᚑしㆀߍたとᕁえるのかが、わからない。 

ળ場ࠄ߆：現場では、ここで㘵が㘩えるようにして߶しいというᖤ∩なตびをߕっと⡞い

ていて、ߘれができないと人がᷫってしまう。ᚒ々としてもၞの方がరで↥ᬺに៤わ

っていける仕組みをつくることをしていかない㒢りᱛまらないので。 

 

ޘᧁ：りがとうߑߏいます。ጊのようにやらなくてはならないことがり、ታ㓙やっ

ていかなくてはならないとᕁいます。会場の⊝様もߘれߙれの┙場で関わっておられると

ᕁいますが、ߘの㓙、えるものはなࠎでもうということで、学会なߤの場をつかうこ

とでやりやすくなることがるようでれ߫、ߤうߙ᳇シにㅪ⛊をขって㗂きたいとᕁい

ます。今日はߤうもりがとうߑߏいました。 
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